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※令和 6年度時点

初めての彫り進め版画で、たくさん彫ること
を意識してがんばりました。彫り進めてい
くと、森のようになりました。奥にある洞窟
は、暗い方から入っていき、太陽のある明る
い方へ出ていきます。やっと出口にたどり
着いたという喜びを表しています。はじめ
は、暗い色で刷り、最後はクリーム色を重ね
たので、赤や茶色の色が引き立ちました。

作品名

「森の中の洞窟」

飽くなき探究心

戸田に住んで51年、通学中の子どもたちに朝の挨拶をすることが日課の本田さ
ん。市内の設備関係の会社に転職する際には、消防設備点検など計7個もの資
格を取得した、というエピソードからうかがえる真面目さや勤勉さは、今もな
お健在です。
71歳から始めた「リカレント教育」では、約7年かけて4つの大学に通い詰めた
という本田さん。「人の目を見て話し、聞くことが大事」という両親からの教え
を大切に守り、教授の顔がよく見える一番前の席で受講していたそうです。本
田さんは、現役の大学生さながら、帰り道の電車では講義内容を復習し、家で
は試験勉強に打ち込む日々を振り返り、「高校時代は好きではなかった勉強の
楽しさに気付いた」と笑顔で語っていました。
現在は、2回目の修了を目指して、戸田市民大学の講座を受講しているそうです。
まさに「初志貫徹」の精神で、いくつになっても知識を蓄え続ける本田さんの
まなざしは熱く、きらきらと輝いていました。
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今月は、「災害」「準備」についての手話を紹介します。 問い合わせ　障害福祉課（内線 297）

親指と小指を立てた左手の甲を相手に向け、その上で右手の 3指で
「く」の形を書く。

災害１

両手の人差し指と中指の指先を正面に向け、手のひらを向き合わせた両
手を等間隔で右へ動かす。

準備2




